






















娘：レディスマナー  テイ  シービュー  ET

体 型 Ｐ Ｔ Ａ
乳 器 の 構 成
肢 蹄 の 構 成
体 重 の 構 成
高 さ
強 さ
体 の 深 さ
泌 乳 形 質
尻 の 角 度
尻 の 幅
後 肢 の 側 望
後 肢 の 後 望
蹄 の 角 度
肢 蹄 得 点
前乳房の付着
後乳房の高さ
後 乳 房 の 幅
懸 垂 靭 帯
乳 房 の 深 さ
前乳頭の位置
後乳頭の位置

1.55
1.85
0.35
0.16
1.19
0.41
0.59
1.43
2.00
1.28
0.49
0.52
0.11
0.63
1.62
2.51
2.31
2.70
1.40
1.85
2.49

高　い
強　い
深　い
鋭角的
傾　斜
広　い
曲　飛
垂　直
低　い
高　い
強　い
高　い
広　い
強　い
浅　い
狭　い
狭　い

乳 頭 の 長 さ 0.42 長　い

 HA gPTA 2018/12
 -2 -1 0 +1 +2

ペディグリー ラブロン × シャムロック ×マンオーマン × ラモス
父　　牛 レディスマナー  グラフ  ラブロン  ET
母　　牛 デスー  1438  ET
 4－10   3x365日   M 18,021kg   4.5%   F 818kg   3.0%   P 548kg

CDCB  2018/12   TPI ＋2529
  kg % 信頼度
乳　　量
脂　　肪
蛋　　白
飼料効果 NM$ CM$
娘牛平均能力 乳量  12,970kg　脂肪量  506kg　3.9%　蛋白量  408kg　3.1%

＋620
＋40
＋36

＋120 ＋689＋648

＋0.14
＋0.14

96%
96%

6.9%
4.6%
9.0%
6.4%

＋6.5
＋2.56

＋6.5

98%
83%
95%
86%

92%
＋1.7

NA

信頼度
信頼度
信頼度
信頼度

観測数
観測数
観測数
観測数

観測数

信頼度

2,741 
234 

2,588 
231 

-

種雄牛分娩難易度:
娘牛分娩難易度:
種雄牛死産率:
娘牛死産率:
受胎指数: CCR: ＋2.2HCR: ＋4.6DPR: 
体細胞数:
生産寿命:
ABS RWD○種雄牛受胎性:

★★★★★ABS RWD○トランジションライトTM :

＋4.5

R

R

※乳量・乳脂量・乳蛋白量とその率はEBV（推定育種価）表示

雌牛生存能力:

推奨牛

体 型 Ｐ Ｔ Ａ
乳 器 の 構 成
肢 蹄 の 構 成
体 重 の 構 成
高 さ
強 さ
体 の 深 さ
泌 乳 形 質
尻 の 角 度
尻 の 幅
後 肢 の 側 望
後 肢 の 後 望
蹄 の 角 度
肢 蹄 得 点
前乳房の付着
後乳房の高さ
後 乳 房 の 幅
懸 垂 靭 帯
乳 房 の 深 さ
前乳頭の位置
後乳頭の位置

1.46
1.34
1.34
0.30
0.66
0.02
0.04
1.30
0.03
0.89
0.02
0.91
0.77
1.55
0.52
2.76
2.54
1.02
0.49
0.91
0.13

高　い
強　い
浅　い
鋭角的
高　い
広　い
曲　飛
垂　直
高　い
高　い
強　い
高　い
広　い
強　い
浅　い
広　い
狭　い

乳 頭 の 長 さ 0.77 長　い

 HA gPTA 2018/12
 -2 -1 0 +1 +2

IB-M/USA  2018/12   TPI ＋2512
  kg % 信頼度
乳　　量
脂　　肪
蛋　　白
飼料効果 NM$ CM$
娘牛平均能力 乳量  14,023kg　脂肪量  518kg　3.7%　蛋白量  423kg　3.0%

＋2,486
＋54
＋63

＋163 ＋703＋725

－0.28
－0.10

98%
98%

5.9%
5.0%
7.5%
6.9%

＋2.8
＋3.05

＋5.6

98%
90%
95%
90%

96%
＋3.3

NA

信頼度
信頼度
信頼度
信頼度

観測数
観測数
観測数
観測数

観測数

信頼度

4,430 
386 

4,371 
394 

-

種雄牛分娩難易度:
娘牛分娩難易度:
種雄牛死産率:
娘牛死産率:
受胎指数: CCR: ＋1.5HCR: ＋0.6DPR: 
体細胞数:
生産寿命:
ABS RWD○種雄牛受胎性:

★★★★ABS RWD○トランジションライトTM :

＋1.2

R

R

※乳量・乳脂量・乳蛋白量とその率はEBV（推定育種価）表示

雌牛生存能力:

体 型 Ｐ Ｔ Ａ
乳 器 の 構 成
肢 蹄 の 構 成
体 重 の 構 成
高 さ
強 さ
体 の 深 さ
泌 乳 形 質
尻 の 角 度
尻 の 幅
後 肢 の 側 望
後 肢 の 後 望
蹄 の 角 度
肢 蹄 得 点
前乳房の付着
後乳房の高さ
後 乳 房 の 幅
懸 垂 靭 帯
乳 房 の 深 さ
前乳頭の位置
後乳頭の位置

1.10
0.92
0.53
1.01
0.15
0.83
0.06
0.52
0.67
0.80
0.38
0.48
0.36
0.52
1.71
0.83
0.76
0.09
1.58
0.54
0.61

高　い
強　い
浅　い
粗　野
高　い
広　い
曲　飛
垂　直
高　い
高　い
強　い
高　い
広　い
弱　い
浅　い
広　い
広　い

乳 頭 の 長 さ 0.32 長　い

 HA gPTA 2018/12
 -2 -1 0 +1 +2

CDCB  2018/12   TPI ＋2352
  kg % 信頼度
乳　　量
脂　　肪
蛋　　白
飼料効果 NM$ CM$
娘牛平均能力 乳量  13,225kg　脂肪量  494kg　3.7%　蛋白量  401kg　3.0%

＋1,150
＋46
＋29

＋91 ＋598＋606

＋0.02
－0.04

93%
93%

7.2%
5.2%
7.1%
5.5%

＋4.7
＋2.92

＋6.7

88%
73%
76%
72%

89%
＋4.2

NA

信頼度
信頼度
信頼度
信頼度

観測数
観測数
観測数
観測数

観測数

信頼度

246 
104 
211 

90 

-

種雄牛分娩難易度:
娘牛分娩難易度:
種雄牛死産率:
娘牛死産率:
受胎指数: CCR: ＋1.2HCR: ＋3.4DPR: 
体細胞数:
生産寿命:
ABS RWD○種雄牛受胎性:

★★★★ABS RWD○トランジションライトTM :

＋3.2

R

R

※乳量・乳脂量・乳蛋白量とその率はEBV（推定育種価）表示

雌牛生存能力:

体 型 Ｐ Ｔ Ａ
乳 器 の 構 成
肢 蹄 の 構 成
体 重 の 構 成
高 さ
強 さ
体 の 深 さ
泌 乳 形 質
尻 の 角 度
尻 の 幅
後 肢 の 側 望
後 肢 の 後 望
蹄 の 角 度
肢 蹄 得 点
前乳房の付着
後乳房の高さ
後 乳 房 の 幅
懸 垂 靭 帯
乳 房 の 深 さ
前乳頭の位置
後乳頭の位置

3.12
3.34
1.67
0.66
2.42
1.24
1.92
2.70
0.78
1.91
0.40
2.05
2.33
1.94
3.45
5.19
4.77
0.83
2.91
1.34
1.23

高　い
強　い
深　い
鋭角的
高　い
広　い
直　飛
垂　直
高　い
高　い
強　い
高　い
広　い
強　い
浅　い
狭　い
狭　い

乳 頭 の 長 さ 0.24 短　い

 HA gPTA 2018/12
 -2 -1 0 +1 +2

IB-M/USA  2018/12   TPI ＋2340
  kg % 信頼度
乳　　量
脂　　肪
蛋　　白
飼料効果 NM$ CM$
娘牛平均能力 乳量  13,018kg　脂肪量  497kg　3.8%　蛋白量  395kg　3.0%

＋995
＋54
＋26

＋105 ＋427＋429

＋0.14
－0.04

97%
97%

8.0%
5.1%
7.8%
4.7%

＋0.1
＋2.81

－0.3

99%
88%
96%
89%

96%
－4.7

NA

信頼度
信頼度
信頼度
信頼度

観測数
観測数
観測数
観測数

観測数

信頼度

7,182 
305 

6,830 
292 

-

種雄牛分娩難易度:
娘牛分娩難易度:
種雄牛死産率:
娘牛死産率:
受胎指数: CCR: ＋1.6HCR: －0.8DPR: 
体細胞数:
生産寿命:
ABS RWD○種雄牛受胎性:

★★★ABS RWD○トランジションライトTM :

－0.2

R

R

※乳量・乳脂量・乳蛋白量とその率はEBV（推定育種価）表示

雌牛生存能力:

雌雄判別精液

629HO17706　デスー  12128  テイラー  ET　A1/A2　72851671
99% I  Born: 2014/01/05 雌雄判別精液TAILOR

雌雄判別精液

ABS 雌雄判別精液
分娩難易度

6.0%

ABS 雌雄判別精液
分娩難易度

5.2%

推奨牛

ABS 雌雄判別精液
分娩難易度

3.9%

ABS 雌雄判別精液
分娩難易度

4.9%

娘牛  285 牛群  104

娘牛  1,083 牛群  370

娘牛  103 牛群  51

娘牛  1,909 牛群  751

娘牛  48 牛群  24 信頼度 90%

娘牛  390 牛群  155 信頼度 96%

娘牛  58 牛群  31 信頼度 90%

娘牛  749 牛群  350 信頼度 95%

629HO17503　ペンコル  メリック　A2/A2　71647617
100%NA  Born: 2012/10/29 雌雄判別精液

11

629HO17726　ブライスホーム  ブローディ  ET　A1/A2　CAN 11857459
100%NA    Born: 2013/09/25BRODIE

MERRICK

娘：シギ  メリック  イルマ  VG-85

ペディグリー モーグル × マンオーマン × ショットル × モーティー
父　　牛 マウントフィールド  SSI  DCY  モーグル  ET  EX-93
母　　牛 ミス  ゴールデンオークス  メイベリン  ET  VG-88  DOM
 2－08   2x305日   M 13,091kg   3.7%   F 486kg   3.2%   P 424kg

629HO17718　サンディバレー  トランスフォーマー  TW　A2/A2　71181879
100%NA    Born: 2013/06/13TRANSFORMER

娘：ヨハン  トランスフォーマー  36469種系

ペディグリー スーパーサイアー × ミティオ × アームステッドー × ゴールドウィン
父　　牛 シーガルベイ  スーパーサイアー  ET  EX-90
母　　牛 サンディバレー  ミティオ  タミー  ET
 2－01   2x365日   M 11,349kg   4.0%   F 455kg   3.2%   P 362kg

娘：キングスランサム  ブロッド  ディーパー  ET  VG-85  2Y

ペディグリー スーパーサイアー × マンオーマン × ボクスター × ゴールドウィン
父　　牛 シーガルベイ  スーパーサイアー  ET  EX-90
母　　牛 マーブリ  オーマン  オーマン  ビー  ET  EX-90
 3－11   2x345日   M 16,386kg   3.7%   F 601kg   2.9%   P 476kg





●事例１：
　

　・米国 17 牧場の未経産牛を対象。

　　・初回および 2 回目授精から集計。

　　・自然発情および発情排卵同期化処置をランダムに実施。

　　・精液は複数種類の種雄牛を使用。

　　・2014 年（表2）および 2014 年 -2015 年（表3）の

　　2 回実施。

 

 
　 

●事例 2：
　

　・米国 25 牛群の未経産牛を対象。

　　・通常精液はすべての授精実施回数から集計。

　　・SexcelTM 選別精液は初回および

　　2 回目授精から集計。

　　・2016 年1月から6月までの期間に実施。（表4）

　　・その後の雌子牛出生率を算出。（表5）

選別をする
レーザー

精子を分割する
レーザー

不要な精子を分割

図 2　 SexcelTM による選別技術

Genus Sexcel TM Technology
最新の雌雄選別精液作成技術

 

　近年、酪農生産者および肉牛生産者の需要に基づき、優良な遺伝的形質を効率的に受け継ぐための繁殖技術であ

る人工授精や受精卵移植が世界的に盛んに実施されています。これに伴い、雌雄の産み分け技術が 1990 年代以降

に確立され、その後 2000 年代以降に我が国でもその技術の普及が始まりました。この雌雄選別技術により、現場

が求める性別の子牛を効率的に生産できるようになり、遺伝改良の促進と計画的な個体生産に貢献しています。

　従来の雌雄選別技術では、フローサイトメーター法（光学的分

離装置）を用いて、X 染色体を持つ精子（雌）と Y 染色体を持つ

精子（雄）を区別し、分離します。（図 1）

　このフローサイトメーターによる選別方法は、X 精子と Y 精子

間の DNA 含量に約 3.8％という違いがあることを利用して、まず

精液希釈後、蛍光色素（ヘキスト 33342）で染色します。次に、

圧力 40～60psi 以下にしたフローサイトメーターに 60mph の速

さで精液を通過させます。その際に精子にレーザー光を当て、そ

の蛍光の強度で X 精子と Y 精子を選別します（X 染色体の方が Y

染色体に比べ大きいため、わずかに強く蛍光する）。その違いを検

知した液滴荷電装置により陽あるいは陰に荷電します。その後、

荷電された偏向板で、陽荷電された一方の染色体のみを含む精子、

陰荷電されたもう一方の染色体のみを含む精子、そして、荷電さ

れなかった多数の精子を含む精液や選別できなかった精子の 3 つ

をそれぞれ捕集管に振り分けます。このフローサイトメーター法

を使用して作成された選別精液には、これまで数千にもおよぶ観

察例があり、85% 以上の確率で雌が出生しています。

　フローサイトメーター法による選別技術では、高圧力や電

荷により精子にダメージを与えてしまうため、受胎率を低下

させる要因になっていることが課題でした。この新たな選別

方法である SexcelTM （セクセルTM）では、この負荷を抑え

る技術となっており、電圧を排除し、低圧でのマイクロ流動

による選別方法を使用しています。SexcelTM では、2 種類の

新しく開発されたレーザー光を使用しており、1 つ目のレー

ザー光で X 精子と Y 精子間の DNA 含量に基づく選別を行います。（図2）さらに、2 つ目のレーザー光で、不要な

精子および選別不可能な精子を二分化し、死滅させます。この技術により、フローサイトメーター法での作成行程

より、精子に与えるダメージが軽減されることが見込まれます。この SexcelTM による選別方法では、作成されたス

トロー内に二分化された精子死滅残渣も含まれるため

従来の精子生存率を測定する際には、注意が必要です。

この精子死滅残渣がストロー内に封入されていても、

授精後の受胎率に影響を与えないことが実施試験で証

明されています。（表1）

雌雄選別精液とは

従来の雌雄選別技術

SexcelTM 試験の事例報告

従来の選別精液と SexcelTM 選別精液との受胎率の比較
新しい雌雄選別技術（SexcelTM）

通常精液区 668 44%

項目 授精頭数 受胎率

通常精液+死滅残渣区 666 44%

40%~48%

95％CI

40%~47%

表 1：精液死滅残渣が受胎率に与える影響

通常精液区 1005 65%

項目 授精頭数 受胎率

SexcelTM 選別精液区 1025 46%

表 2：通常精液および選別精液の受胎率の比較①

通常精液区 900 64%

項目 授精頭数 受胎率

SexcelTM 選別精液区 895 48%

表 3：通常精液および選別精液の受胎率の比較②

結果：SexcelTM は、種雄牛選択、牛群、授精時期、繁殖管理方法などが異なるにも関わらず安定した
　　　受胎性を持つことが分かった。

結果：通常精液はすべての授精実施回数から集計したため事例 1 よりも受胎率が低かったが、SexcelTM

　　　では高かった。雌子牛の出生率は、X 染色体含量 87.2% の設定に近い出生率（84.5％）となった。
　　　このことから、SexcelTM 選別精液は今回の結果からも非常に安定した成績を得られたため、
　　　実際の酪農現場で実用性が証明された。

　これらの報告に基づく従来の選別精液での受胎率と比較すると、SexcelTM 選別精液による受胎率は
向上しています。さらに、SexcelTM 選別精液各試験区の受胎率は比較的安定した数値を得ていること
が分かります。

通常精液区 33,050 57%

項目 授精頭数 受胎率

SexcelTM 選別精液区 5,679 51%

56%~57%

95％CI

50%~52%

表 4：通常精液および選別精液の受胎率の比較③

通常精液区 587 600

項目 雄出生頭数 雌出生頭数

SexcelTM 選別精液区 119 656

50.5%

雌出生率

84.5%

表 5：雌雄の出生割合

Seidel and Schenk. （2008） 263 62%

項目
通常精液

DeJarnette et al. （2009） 53,718 56%

534

選別精液

39,763

42%

授精頭数 受胎率 授精頭数 受胎率

45%

Chebel et al. （2010） 1,028 52% 343 40%

DeJarnette et al. （2011） 2,292 60%

Sales et al. （2011） 112 52%

2,319

102

38%

31%

SexcelTM 試験① （2014） 22,850 58%

SexcelTM 試験② （2014 ~ 2015） 18,526 54%

1,025

895

46%

48%

SexcelTM 試験③ （2016） 33,050 57% 5,679 51%

引用：酪農大辞典 P.272 から抜粋

図１　フローサイトメーター法

±荷電
試料

シース液

レーザー
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側方検出器
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＋

偏向板
－

Ｘ精子 Ｙ精子廃液

コンピュータ
DAN含量
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●事例１：
　

　・米国 17 牧場の未経産牛を対象。

　　・初回および 2 回目授精から集計。

　　・自然発情および発情排卵同期化処置をランダムに実施。

　　・精液は複数種類の種雄牛を使用。

　　・2014 年（表2）および 2014 年 -2015 年（表3）の

　　2 回実施。

 

 
　 

●事例 2：
　

　・米国 25 牛群の未経産牛を対象。

　　・通常精液はすべての授精実施回数から集計。

　　・SexcelTM 選別精液は初回および

　　2 回目授精から集計。

　　・2016 年1月から6月までの期間に実施。（表4）

　　・その後の雌子牛出生率を算出。（表5）

選別をする
レーザー

精子を分割する
レーザー

不要な精子を分割

図 2　 SexcelTM による選別技術

Genus Sexcel TM Technology
最新の雌雄選別精液作成技術

 

　近年、酪農生産者および肉牛生産者の需要に基づき、優良な遺伝的形質を効率的に受け継ぐための繁殖技術であ

る人工授精や受精卵移植が世界的に盛んに実施されています。これに伴い、雌雄の産み分け技術が 1990 年代以降

に確立され、その後 2000 年代以降に我が国でもその技術の普及が始まりました。この雌雄選別技術により、現場

が求める性別の子牛を効率的に生産できるようになり、遺伝改良の促進と計画的な個体生産に貢献しています。

　従来の雌雄選別技術では、フローサイトメーター法（光学的分

離装置）を用いて、X 染色体を持つ精子（雌）と Y 染色体を持つ

精子（雄）を区別し、分離します。（図 1）

　このフローサイトメーターによる選別方法は、X 精子と Y 精子

間の DNA 含量に約 3.8％という違いがあることを利用して、まず

精液希釈後、蛍光色素（ヘキスト 33342）で染色します。次に、

圧力 40～60psi 以下にしたフローサイトメーターに 60mph の速

さで精液を通過させます。その際に精子にレーザー光を当て、そ

の蛍光の強度で X 精子と Y 精子を選別します（X 染色体の方が Y

染色体に比べ大きいため、わずかに強く蛍光する）。その違いを検

知した液滴荷電装置により陽あるいは陰に荷電します。その後、

荷電された偏向板で、陽荷電された一方の染色体のみを含む精子、

陰荷電されたもう一方の染色体のみを含む精子、そして、荷電さ

れなかった多数の精子を含む精液や選別できなかった精子の 3 つ

をそれぞれ捕集管に振り分けます。このフローサイトメーター法

を使用して作成された選別精液には、これまで数千にもおよぶ観

察例があり、85% 以上の確率で雌が出生しています。

　フローサイトメーター法による選別技術では、高圧力や電

荷により精子にダメージを与えてしまうため、受胎率を低下

させる要因になっていることが課題でした。この新たな選別

方法である SexcelTM （セクセルTM）では、この負荷を抑え

る技術となっており、電圧を排除し、低圧でのマイクロ流動

による選別方法を使用しています。SexcelTM では、2 種類の

新しく開発されたレーザー光を使用しており、1 つ目のレー

ザー光で X 精子と Y 精子間の DNA 含量に基づく選別を行います。（図2）さらに、2 つ目のレーザー光で、不要な

精子および選別不可能な精子を二分化し、死滅させます。この技術により、フローサイトメーター法での作成行程

より、精子に与えるダメージが軽減されることが見込まれます。この SexcelTM による選別方法では、作成されたス

トロー内に二分化された精子死滅残渣も含まれるため

従来の精子生存率を測定する際には、注意が必要です。

この精子死滅残渣がストロー内に封入されていても、

授精後の受胎率に影響を与えないことが実施試験で証

明されています。（表1）

雌雄選別精液とは

従来の雌雄選別技術

SexcelTM 試験の事例報告

従来の選別精液と SexcelTM 選別精液との受胎率の比較
新しい雌雄選別技術（SexcelTM）

通常精液区 668 44%

項目 授精頭数 受胎率

通常精液+死滅残渣区 666 44%

40%~48%

95％CI

40%~47%

表 1：精液死滅残渣が受胎率に与える影響

通常精液区 1005 65%

項目 授精頭数 受胎率

SexcelTM 選別精液区 1025 46%

表 2：通常精液および選別精液の受胎率の比較①

通常精液区 900 64%

項目 授精頭数 受胎率

SexcelTM 選別精液区 895 48%

表 3：通常精液および選別精液の受胎率の比較②

結果：SexcelTM は、種雄牛選択、牛群、授精時期、繁殖管理方法などが異なるにも関わらず安定した
　　　受胎性を持つことが分かった。

結果：通常精液はすべての授精実施回数から集計したため事例 1 よりも受胎率が低かったが、SexcelTM

　　　では高かった。雌子牛の出生率は、X 染色体含量 87.2% の設定に近い出生率（84.5％）となった。
　　　このことから、SexcelTM 選別精液は今回の結果からも非常に安定した成績を得られたため、
　　　実際の酪農現場で実用性が証明された。

　これらの報告に基づく従来の選別精液での受胎率と比較すると、SexcelTM 選別精液による受胎率は
向上しています。さらに、SexcelTM 選別精液各試験区の受胎率は比較的安定した数値を得ていること
が分かります。

通常精液区 33,050 57%

項目 授精頭数 受胎率

SexcelTM 選別精液区 5,679 51%

56%~57%

95％CI

50%~52%

表 4：通常精液および選別精液の受胎率の比較③

通常精液区 587 600

項目 雄出生頭数 雌出生頭数

SexcelTM 選別精液区 119 656

50.5%

雌出生率

84.5%

表 5：雌雄の出生割合

Seidel and Schenk. （2008） 263 62%

項目
通常精液

DeJarnette et al. （2009） 53,718 56%

534

選別精液

39,763

42%

授精頭数 受胎率 授精頭数 受胎率

45%

Chebel et al. （2010） 1,028 52% 343 40%

DeJarnette et al. （2011） 2,292 60%

Sales et al. （2011） 112 52%

2,319

102

38%

31%

SexcelTM 試験① （2014） 22,850 58%

SexcelTM 試験② （2014 ~ 2015） 18,526 54%

1,025

895

46%

48%

SexcelTM 試験③ （2016） 33,050 57% 5,679 51%

引用：酪農大辞典 P.272 から抜粋

図１　フローサイトメーター法
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